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わたしたちは、農業の豊かさ、人の和を大切にし、地域になくてはならない存在をめざします。

わたしたちは、「4つの満足（4S）の向上」を、事業活動を展開するうえでの共通の価値観とし、
経営理念の実現をめざします。

わたしたちＪＡは、くらしのサポーターＮｏ．１を宣言します。

1　都市農業を守る
2　組合員のくらしを豊かにする
3　地域の活性化に貢献する

組合員満足（MS）
組合員が、ＪＡへの積極的な参加・参画
によって協同の成果を実現し、都市農
業の振興をはじめそれぞれの願いが充
たされること

組織満足（SS）
組織が健全に経営され、信頼されるＪＡ
として、地域になくてはならない存在で
あり続けること

地域満足（AS）
ＪＡが、協同の輪を地域に広げ、地
域の活性化・持続的発展に貢献する
ことにより、地域の皆さまのくらし
が豊かになること

職員満足（ES）
職員が、働くよろこび、仕事のやりが
いを通じて成長し、心を高められる
職場であること
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ＪＡ東京あおばは、組合員・利用者皆さまの声を誠実に受け止めます。

経営企画部 経営企画課 TEL.03-5372-1312

月～金曜日（土日祝日を除く）
午前9時～午後5時

ＪＡ東京あおばでは、組合員・利用者皆さまにご満足いただけますよう日頃から心がけておりますが、当ＪＡの事業・
活動について、ご意見ご要望等がございましたら、下記の窓口にて受け付けておりますので、お気軽にお申し出ください。

受付時間 JA東京あおば

当JA に関する情報はこちらの
ホームページでご覧になれます。

http://www.ja-tokyoaoba.or.jp/

経 営 理 念
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J A 東 京 あ お ば を ご 利 用 の み な さ ま へ
　日頃、JA 東京あおばの組合員・利用者のみなさまには格別のご愛顧いただき厚くお礼を申し上

げます。

　JA 東京あおばは、10 年後 20 年後も地域の中で協同組合としての使命を果たしていくために、

令和 2 年度も引き続き、自己改革に努め、組合員ならびに地域の皆さまにご信頼、ご愛顧いただ

けるよう邁進してまいりますので、今後とも変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　このレポートは、みなさまが安心して JA 東京あおばをご利用いただけるよう、JA 東京あおば

の経営内容をご説明したものです。

　ご一読いただき、今後とも JA東京あおばをご利用くださいますようお願い申し上げます。
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単体自己資本比率の推移16.86%
ＪＡバンク独自基準 8%

国内基準4％に対して、国際統一基
準である8％をＪＡバンク独自基準
として定め、健全性を高めています。

国内基準 4%
海外営業拠点を有しない銀行の自己
資本比率基準は4％以上とするもの
です。経営内容について

経営の健全性について

財務基盤強化

主な事業実績
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① 収支構造改革取組方針
　JA東京あおばは、組合員のために総合事業体としての機能を発揮し、「何かあったらすぐJA」と
頼りにされるJAをめざします。そのためには、農林中央金庫が示す奨励金水準等が段階的な見直
しがおこなわれる期間中（令和2年度～令和4年度末まで）に、持続可能なJA経営基盤の確立・強化
に向けた収支構造改革が必須です。そこで、持続可能なJA経営基盤の確立・強化に向けて、①経費
削減・②収入増加・③業務改善に取り組み、収支構造改革を図ります。

　組合員並びに地域の皆さまに更なるご理解をいただける
よう事業活動や経営概況がわかる映像をＹｏｕＴｕｂｅで
公開しております。

［注］本レポート中の金額は、単位未満を切り捨て表示しています。

② 収支構造改革重点取組事項　9項目
（1）第2期支店再編計画の策定
（2）地域振興事業戦略構築
（3）信用事業　融資伸長
（4）審査態勢の見直し
（5）渉外のあり方について（くらしの相談・共済LAを含む）

（6）東京協同サービス（株）との事業連携の 
　  あり方について
（7）業務コストの見直し
（8）人財育成・働き方改革
（9）業務量調査結果の課題解消に向けて
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（令和2年3月31日現在）

「ＪＡ東京あおばの事業概要」を映像で詳しくご覧頂けます。

URL:https://www.ja-tokyoaoba.or.jp/movie/
JA東京あおばの動画
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